
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
・語彙、漢字、基礎計算の力をのばす。
・学習での疑問点を自分で復習できる力をのばす。
・思考が複雑な問題に対し、自分なりの考えを表現する力をのばす。
・Googleclassroom等のICTを活用する能力をのばす。

・計画的に語彙、漢字、基礎計算の反復・習熟を行う。
・ドリルパークやスタディサプリを活用して、復習を促し、学力向上のための補習を行う。
・思考が複雑な問題に対し、自分なりの考えを表現する場面を意図的に設定する。
・Googleclassroom等のICTを用いた共有の仕方について、校内で研修する。

⇓

評価（※）

B

変更なし

学力向上策の
実施状況

・昼休みや放課後の時間を利用して、漢字や計算の反復・習熟を行い、基礎学力の定
着に取り組んでいる。
・ICTを用いて興味関心を大切にしながら生徒が苦手な内容を補填できるよう工夫
された授業を行っている。

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況 特徴的な結果

平均正答数について、国語・数学・英語とも全国平均、県平均からやや下回る数値となった。総合・学
活道徳・学びの自己調整、自己有用感、心理的安定性、主体的で対話的で深い学びは全国平均を上
回っている。アンケートでは、スマホの使用時間の４時間超えが全国・県よりも割合が高い。また、自
分には良いところがあるの質問には全国平均となり、先生は良いところを認めてくれるの質問には
大幅に全国より上まっているが、将来の夢があるの数値は低い。

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

素直な生徒が多く、基礎学力はやや苦手な生徒が多いが、教員との関係は良好で、褒められることで
力を発揮することができる生徒が多い。正義感が強い生徒が多く、いじめはいけないと回答した割合
は全国・県結果を大きく上回っている。根気強く愛を注いでいけば素晴らしい集団になれる可能性を
大きく感じる。

⇓

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


